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問
題 
１ 

〔同じ理由で行ったこと〕 

３代しょう軍足かがよしみつは、朝ていを意識してき族と同等な高い地位についた

こと。 

〔年表（表１）イの時代の戦乱
せんらん

がカード（図１）②の戦乱とちがう根きょになる点〕

しょう軍の家来ではなく、ばく府と朝ていによる戦らんである点。 

〔年表（表１）エの時代の戦乱がカード（図１）②の戦乱とちがう根きょになる点〕

京都ではなく、美のの国でおきた戦らんである点。 

 8点

問
題 
２ 

〔建物の番号〕    〔位置の表現〕    

〔説明〕 

すざく大路の東側に位置しているから「左京」、六条大路と七条大路の間の区画に

位置しているから「七条」、大宮大路と西のとう院大路の間は、すざく大路から二つ

東の区画に位置しているから「二ぼう」となるから。 

 8点

左京七条二ぼう ① 
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問
題 
３ 

〔説明〕 
せきが改良されたことにより、①から③の区間の魚の総数は、２００９年の３１

ひきと比かくして、２０１０年の６３ひきは約２倍、２０１１年の３６４ひきは約

１１．７倍と増えている。 

このように、せきの改良工事が行われたよく年には、その上流の区間への魚の移

動が見られるようになった。 

14点

 
３ 

問
題 
１ 

 

選んだもの 節の番号 

目 １ 

あし ２、３、４ 
 

 6点

問
題 
２ 

〔入れる板〕    〔飼育ケースの明るさ〕  

〔理由〕  

結果１より、板の色は茶色のさなぎになることには関係がないと考えられる。 

結果２より、明るい部屋でツルツルの板を入れると２０個中茶色のさなぎは２個、

ザラザラの板を入れると茶色のさなぎは１１個になる。暗い部屋でツルツルの板を入

れると２０個中茶色のさなぎは１６個、ザラザラの板を入れると茶色のさなぎは１７

個になる。このため、ザラザラの板を入れ、暗くした方が良いと考えられる。 

 

14点

問
題 
３ 

〔春や夏に見られるさなぎと秋の終わりに見られるさなぎのちがい〕 

春や夏に見られるさなぎは１～２週間で成虫になるが、秋の終わりに見られるさなぎ

は、あたたかい部屋に置いても成虫になるまでに３６～９０日かかる。 

 

「５℃で冷やす日数が長くなるほど」 

成虫になる日がそろいやすい。 
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